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国立病院へ就職する看護学生のみなさんへ
安全でゆきとどいた看護のために

あなたの参加（加入）を待っています。

労働組合　Ｑ＆Ａ

Ｑ１、労働組合って、何をするところ？

Ａ　　賃金を上げる運動や、働き続けやすいように待遇の改善をやっていますよ。

私たちの組合（国立病院の職員で構成）の特徴は、患者さんへ良質の医療や看護を提供するために、医師や看護師を増やす運動を全国的にやっています。

Ｑ２、なにかピーンとこないけど、どんなことをやってきたの？

Ａ　　そうね。一人一人の力は小さいけど、みんなで力を合わせて看護師不足解消にむけて「看護師確保法」なんて法律を作らせたこともあるし、年次休暇を取りやすくしたり、看護師を増やして１人夜勤をなくす運動なんかしたのよ。
Ｑ３、「運動」や「闘い」って国に逆らうイメージがあるけど・・・

Ａ　　憲法（２７・２８条）でも組合を作ることを保障しているの。特に女性はまだまだ賃金の差別を受けたり、子育てと仕事の両立も困難だから、組合を作って頑張れって応援している法律も沢山あるの。


日本の看護実態


・100床あたりの看護師数を比較すると、米233.0人、英224.0人、独でも108.6人なのに日本はわずか54.0人です。もっと増員が必要です。


・人手不足の結果、夢をもって就職したのに「辞めたい」と考える看護師が73％を越え、実際3年以内の退職する人が3割を越えています。


労働組合の運動


・日赤や労災、大学病院の仲間と、全医労は安全で安心の医療・看護職場を作るために増員運動を展開し、昨年、参議院に提出した請願署名は全会一致で採択されました。


・また組合は医療事故発生時、支援を行い、弁護士等を含めて原因究明や再発防止の取り組みをしています。組合はあなたを支え、より良い医療・看護をめざしています。



































あなたの笑顔を患者さんが待ってるよ！





全日本国立医療労働組合（略して全医労） http://www.zen-iro.or.jp　





検索して
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全医労でーす。








